別紙様式

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費

	事業名：死亡牛ＢＳＥ検査推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫担当　電話番号：058-272-1111（内2873）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：9,064千円（前年度予算額：9,064千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　牛海綿状脳症（ＢＳＥ）特別措置法及び家畜伝染病予防法等により、２４か月齢以上の死亡牛及び家畜防疫員が必要と認めた牛等の検査が義務化されていることから、県内の清浄性確認のためにも必要であることから、ＢＳＥの検査を実施する。

　・２４ヶ月齢以上の死亡牛等について、検査材料の採取及びＢＳＥの検査を実施する。
	２　所要経費


　　

１．死亡牛ＢＳＥ検査推進事業費　　6,626千円（国1/2、県1/2）

　　・検査材料の採材及びＢＳＥの検査に係る消耗品等の経費

・検査に伴う医療廃棄物の処理にかかる経費

　　・ＢＳＥ検査材料などの焼却処理費

　２．ＢＳＥ検査処理費　2,438千円　（県10/10）

　　・「岐阜県廃棄物の適正等に関する条例」に基づく死亡牛の適正処理のための焼却施設の維持管理費等
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・安全・安心でうまい農畜産物をつくる
	２　これまでの取組状況


　　岐阜県では、平成１５年１２月より２４か月齢以上の死亡牛全頭検査を実施しており、ＢＳＥ特別措置法検査実施率は１００％となっている。

	３　これまでの取組に対する評価


ＢＳＥ検査の推進により、県内の清浄性確認を実施することができ、県内産畜産物の安心・安全に資することができた。

今後もＢＳＥ清浄国へ向け、ＢＳＥ特措法等に基づき、継続定期検査が必要である。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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